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要 旨 

 本稿は、自律的教室外多読を継続して行う学習者が、どのような読み方を設定

しているのかについて整理したものである。2015 年から日本語多読を開始し、

2023 年 3 月調査時点まで概ね 8 年間自律的教室外多読を継続中の日本語学習者を

対象に、縦断的インタビュー調査を 9 回実施した。分析の結果、日本語多読を行

う際に推奨されている 4 つのルールに基づいて設定した読み方を継続しているほ

か、学習者の背景、ライフステージや日本語レベルが変化するにつれて読み方も

変わっていることが明らかになった。さらに、4 つのルール以外に学習者が独自

に設定した読み方も交えながら、自律的教室外多読を継続していることが明らか

になった。 

 

１．はじめに 

 本稿では、自律的に教室外において日本語多読を長期的に行う学習者はどのよ

うな読み方を設定しているのか、縦断的インタビューの分析結果をもとに明らか

にする。 

 日本語多読とは、「読みたいものを楽しみながらどんどんたくさん読むこと」

（高橋他 2022）である。言い換えると、粟野他（2012）が推奨した日本語多読

の 4 つのルール、すなわち 1）やさしいレベルから読む、2）辞書を引かないで

 
1 神田外語大学留学生別科講師。 
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読む、3）わからないところは飛ばして読む、4）難しかったりつまらなかったり

して進まなくなったら他の本を読むというルールに基づき、「学習者が自分の能

力に応じてやさしい読み物から難しいものへ段階的になるべく辞書を使わずに、

楽しみながらたくさん読むこと」（高橋・海野 2016）である。 

 多読活動は、授業時間全体あるいは一部で活動が実施される①授業内多読活動、

課外活動やクラブ活動等として実施される②授業外多読活動、そして教室外で学

習者が自律的に多読を行う③自律的教室外多読に分類される（高橋・纐纈 2022）。

このうち、②授業外多読活動を経験した学習者は、③自律的教室外多読の際に上

記多読の 4 つのルールを基礎に置き、自身に適した方法に適宜修正して読むこと

が報告されている（高橋 2019）。また、自律した学習者が持つ特徴として、学習

管理、認知プロセス、学習内容という 3 つのレベルで自身の学習をコントロール

できることが指摘されている（Benson 2011）。この 3 つのレベルを多読の文脈に

置き換えて考えると、いつどこで読むかについては学習管理、多読を行う際に採

る読み方については認知プロセス、多読を行う際の選書については学習内容に分

類される（高橋・海野 2016、高橋 2018）。 

 先行研究においては、多読を行う際に採る学習者の読み方の変化を追った研究

（川上 2014、熊田 2016、片山 2021）が報告されている。しかし、日本語多読の

4 つのルールを具体的にどのように自身の読みに取り入れているのか、また 4 つ

のルール以外にどのような読み方を採っているのかに関する詳しい報告は、管見

の限り見当たらない。さらに、学習者の日本語学習レベルや日本語多読を行う期

間にもよるものと考えられるが、実際の活動ではルールを遵守して読む学習者は

少ないという指摘（荻原他 2018）や、日本語多読のルールに対して抵抗感を持

つ学習者が一定数存在するという指摘（高橋 2018）も見られる。では、実際に

長期間自律的教室外多読を実施する学習者は、どのようなルールを設定して読み

進めているのだろうか。 

 本稿では 2015 年から日本語多読を開始し、2023 年 3 月調査時点まで概ね自律
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的教室外多読を継続して実施している日本語学習者が採る読み方の事例を縦断的

インタビュー調査結果から明らかにする。 

 

２．調査方法 

 調査対象者は、スペイン語を母語とする日本語学習者 1 名（以下、調査対象者

を原則“B”とする）である。B は、2015 年 4 月から国内高等教育機関で日本語

学習を開始し、3 ヶ月間授業外多読活動であるクラブ活動で日本語多読を実施し

た。同年 7 月からは大学院進学準備を開始し、2016 年 4 月に国内文系大学院修士

課程に進学した。2017 年に日本語能力試験 N2 合格後、2018 年 3 月には修士号を

取得した。同年4月には日本国内で就職をし、現在に至る。2023 年調査時の日本

語能力は上級レベルであった。コロナ禍にあたる 2021 年調査時には、自律的教

室外多読を行わなかった時期は見られるものの、2023 年調査時までの間、主に

児童向けの小説叢書シリーズやマンガを読み、自律的教室外多読を継続してい

た2。 

 調査は、2015 年 7 月から 2023 年 3 月まで、計 9 回半構造化インタビューを行っ

た。第 1 回調査は 2015 年 7 月に実施し、第 2 回～第 9 回調査は 2016 年～23 年の

毎年 2～3 月に実施した。調査内容は、前回調査時から約 1 年間にわたる自律的

教室外多読の実施状況や使用した読みもの、多読のルール使用状況や 4 つのルー

ル以外に独自に設定した読み方等を聞いた。インタビュー内容は文字化を行い、

日本語多読の定義に則り、楽しみながら多読を行う際に採る読み方のほか、選書

方法に関して設定されたルールを抽出した。また、そのルールを設定した理由に

ついても、B の発言を交えながら記述した。なお、学習や研究のために読んだ書

籍に関する行動やルール規定については、本稿では分析から除外した。 

 

 
2 分析対象者による自律的教室外多読の実施状況に関し、詳しくは高橋他（2022）第 3 章を参照のこ

と。 
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３．結果 

 本節では、まず B が採った日本語多読の 4 つのルールに関連した読み方を整理

する。そして、上記 4 つのルールに当てはまらない独自の読み方や選書方法につ

いて述べていく。B が採った読み方や発言を述べる際の文末には、調査を実施し

た西暦を角括弧内に付した。 

 

３．１ ルール１ やさしいものから読む 

 前述したとおり、B は主に児童向けの小説やマンガを読んで自律的教室外多読

を継続していた。初期は、マンガを読む際、難易度を考えず好きなものを読んで

いた［2016］。これは、やさしい読みものから読むというルール適用からは外れ

る行動であるが、その後はやさしいマンガを選んで調査後期まで継続して読むよ

うになった［2017, 2023］。やさしいマンガとは「ふりがなのある本」［2017］で

あり、調査後期においてもふりがなのない「大人のためのマンガは…（中略）…

ちょっと読み始めてやめました」［2023］とルール適用を続けていると述べてい

る。 

 また、ルールにあるやさしいものとは何かという認識に変化が見られる点は興

味深い。初級レベル学習中には、「漢字が使われていると文字自体も読めないの

で、やさしいものから読むと勉強になる」［2015］と回答している一方、上級レ

ベルになってからは、小学 1 年生の教科書を読んだ際に「ひらがなだけで読むこ

とに難しさを感じる」［2023］と自身の読みをふりかえっている。これは、漢字

学習を長年続けたことにより知識が増えたことに加え、読みものに出てくる漢字

の認識にも慣れたためであると考えられる。 

 

３．２ ルール２ 辞書を引かないで読む 

 B は前述したふりがな付きのやさしいマンガであれば、スマートフォンの辞書

アプリやウェブにおける検索機能をほとんど使うことなく読めるようになった
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［2023］と述べている。一方、辞書や検索機能を使用する場面や使い方は、調査

後期まで見られ、時間経過とともに変化も見られる。まず、調査初期においては

読む時間を節約するため、分からない同一の漢字が 2～3 回出てきた際に、辞書

を利用していた［2017］。一方で、調査後期には、分からない同一の漢字が 3 回

出てきた際、且つストーリー展開上、重要なキーワードの可能性があると判断し

たときに辞書や検索機能を利用していた［2020］という。B は日々の日本語学習

におけるインプットはもちろんのこと、多読による大量のインプットを通して、

内容上重要なキーワードを見つけ出すことが容易になったのではないかと推測さ

れる。 

 また、B は、調査初期には辞書を引いてメモを取ったことによって、自身の学

習につながったこともあったと回顧する一方で、仮にわからない箇所を調べたと

しても、調べた語彙や表現自体を忘れてしまうため意味がない［2018, 2020］と

も言及している。B は社会人になりライフステージが変化したことで多忙になっ

たために読む時間が不足してしまった。そこで辞書や検索をする時間を最小限に

し、なるべく読む時間を増やすことに注力した［2018］とふりかえっている。 

 そして、読みものに出てくる語彙に対する好奇心から辞書を利用していた点も

興味深い。B は、面白い語彙だと感じたものを 1 回出てきただけでも調べること

があった［2021］という。B は、具体的な行動について、以下の通り回想してい

る。 

 

 見たことある漢字だけど、そのコンビネーションを初めて見る。火薬、火

の薬、それは何だろう。2 つの漢字が分かるので、このコンビネーションで

初めて見ると、意味が分からなかった。それで調べて。意味分かるけど面白

い。［2023］ 

 

 さらに、読みものに重要な語彙だと判断した語彙が複数回出てきた際の辞書の



神田外語大学紀要第36号 

The Journal of Kanda University of International Studies Vol. 36 (2024) 

190 

利用のみならず、読みものの中で展開されている世界観や概念が分からないとき

には、ウェブ検索を行って、背景情報を補っていた。例えば、あるマンガでは歌

舞伎の世界の中で物語が進んでいくが、歌舞伎の概念がわからないと物語が楽し

めない。そこで、ウェブで歌舞伎について検索した［2021］という。 

 

３．３ ルール３ わからないところは飛ばして読む 

 B は第 1 回調査時から、「その後の内容を読んでいけばなんとなくわかる」

［2015］ため、そして「全体の内容が分かっていれば問題ない」［2016］ため、

わからないところは飛ばして読むルールを使いながら、語彙や漢字を飛ばして読

んでいた。 

 調査後期になると、辞書で探しても見つからないと考えた言葉を飛ばす［2020］

ようになった。具体的には、現在読んでいるマンガのみで使われる「漫画家が

作った言葉」［2020］や、「子どもが使う言葉」［2023］については、調べても辞

書には存在しないことがあったため、B にとっては、日常生活において使用頻度

が低いと感じられたという。このような語彙を飛ばす際は、「（筆者注：わからな

い箇所の）周りを見たら、まあまあ意味分かる」［2023］と意味推測をしながら

読み進めていた。 

 また、現代をテーマとしない特定のマンガに出現する「昔の言葉」に関しても

飛ばして読んでいた［2021］。その理由について「この言葉、皆は使わないから、

意味がない」と回答している。 

 

３．４ ルール４ 進まなくなったら他の本を読む 

 B が上級レベルになっても継続していたのが、ふりがながない本は読まない、

あるいは途中でやめるという読み方である。漢字の読み方がわからないと話の意

味が分からず、動機づけが失われてしまうため［2019］であるという。前述した

とおり、「大人のためのマンガ」の場合はふりがながなく、読むのをやめている
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［2023］。B は、ふりがながない読みものを避ける理由について、以下のように

述べている。 

 

ふりがながあれば、多分漢字の読み方と意味は習うことができる。でも、そ

のふりがながないとほんとに全然できない。読み方も分からないし、意味も

分からないし、多分携帯で探すことができるけど時間かかる。その流れがで

きないので。［2020］ 

 

 また、内容理解が簡便になることから、B は英語や母語であるスペイン語で読

んだことのある読みものやマンガを、日本語で読むケースも見られた。しかし、

英語版を読んだ後に日本語版を読みたいと思い、購入した村上春樹の小説は

2019 年調査時には難易度が高く、読むのを止めてしまったという。この点につ

いては、社会人になったBが多読を行うための時間が十分取れないことに触れな

がら、「難しい本を読んで、これは無理だと思ったら、もう読むことをやめます。

エネルギーがかかるから」［2019］と、楽しみのための多読にストレスがかかっ

てしまうのを避けるために、読むのをやめたという。 

 

３．５ 多読の際の独自ルール 

 上述した多読の 4 つのルール以外にも、B は独自のルールを設定していた。以

下、調査の時系列順に 3 点述べる。 

 

（1）＜漢字の読み方が分からないときは、自分で読み方を作る＞ 

 3.3 で述べたとおり、B は分からない漢字が出てきた際には飛ばして読んでい

たが、その他にも自身の読みの流れを遮ることがないよう、漢字の読み方を暫定

的に作って、読み進めていた［2018］。 
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（2）＜興味がある本を読む＞ 

 次に B の選書（学習内容）面に関するルールである。「興味がなかったらモチ

ベーションがない」［2018］ため、また「楽しければ大丈夫だけど、楽しくなく

なったら、趣味の本ではない」［2019］ため、好みの本を選んで自律的教室外多

読を進めていた。 

 

（3）＜日本語版のほか、母語や英語に翻訳されたマンガを読んで、語彙や文末

表現に関する訳出の違いや翻訳が難しい日本語表現を楽しむ＞ 

 B は翻訳が難しい語彙に関する例として、「仲間」という言葉の用法を取り上

げている。この「仲間」がスペイン語版では“camarada”、英語版では“comrade”

と翻訳されていたことに触れ、日本語の「仲間」という共に冒険に出かける友と

は程遠いニュアンスであることについて言及している。適切な翻訳語がないため

に、日本語のまま“Nakama”と表記され、巻末に説明が付された事例も見つけ

たとも述べている。また、特定のキャラクターの話し方や語尾表現も注目して読

み進め、翻訳版では忠実な翻訳ができないことにも言及している。このように、

調査後期になり、日本語が上達してからは、日本語版と翻訳版との語彙のニュア

ンスの違いを楽しむようにもなっていた［2020］。 

 

４．おわりに 

 ここまで、自律的に教室外で日本語多読を行う習慣のある学習者が採る読み方

の実態を、縦断的インタビュー調査に基づいて述べてきた。分析の結果、日本語

多読で推奨されている 4 つのルールに基づいて設定した読み方の他、学習者が独

自に設定したルールも交えながら、自律的教室外多読を実施していることが明ら

かになった。 

 日本語多読の 4 つのルールは、日本語多読支援において重要な意味合いを持つ

ものであり、「自律した読み手になるためのガイドライン」（高橋他 2022）とし
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ても重要なものである。しかし、本稿で取り上げたBが設定するルールの他にも

読み方は多く存在することは明白であり、且つ学習者一人ひとりによって異なる

であろう。だからこそ、支援上で重要なことは、学習者個々人の読み方をよく観

察することである。その上で、学習者と対話しながら一人ひとりにあったアドバ

イスを行うことが必要であると考えられる。 

 本稿では、日本語学習者 1 名のみの事例を取り上げて整理を試みた。今後は、

より多くの学習者が設定する読みのルールを分析するとともに、学習レベルに

よって読み方には差異が見られるのかについても、より深く調査分析していきた

い。 

 
参考文献 

粟野真紀子・川本かず子・松田緑（2012）『日本語教師のための多読授業入門』

アスク出版. 

荻原稚佳子・小池真理・行田悦子・永島恭子（2018）「自己調整学習を目指すレ

ベルに応じた自律的教室外多読活動」『明海日本語』23, 11-26, 明海大学日本

語学会. 

片山智子（2021）「多読授業を体験した学生の読みの変化と学習観の変化」『日本

語教育方法研究会誌』27(1), 128-129, 日本語教育方法研究会. 

川上麻理（2014）「カリキュラムに導入した多読授業の実践」『成蹊大学一般研究

報告』48(2), 1-16, 成蹊大学. 

熊田道子（2016）「Extensive Reading（多読）の実践－「語り」から捉える読みの

変化－」『東京外国語大学留学生日本語教育センター論集』42, 111-122, 東京

外国語大学留学生日本語教育センター. 

高橋亘（2018）「日本語教育における授業外多読活動の縦断的事例研究－学習者

オートノミーの観点からの考察を基に－」東京外国語大学博士論文. 

 



神田外語大学紀要第36号 

The Journal of Kanda University of International Studies Vol. 36 (2024) 

194 

高橋亘（2019）「授業外日本語多読活動経験者の自律的教室外多読」『外国語教育

研究』22, 169-181, 外国語教育学会. 

高橋亘・粟野真紀子・片山智子・作田奈苗・纐纈憲子（2022）『日本語多読 上

～広がり深化する多読～』webjapanese.com. 

高橋亘・海野多枝（2016）「第二言語学習における授業外多読活動の可能性－日

本語多読セッション参加者へのインタビュー調査を中心に」『外国語教育研

究』19, 85-100, 外国語教育学会. 

Benson, P. (2011). Teaching and Researching: Autonomy in Language Learning. London: 

Routledge. 

 

※本研究は、JSPS 科研費 20K13084 の助成を受けている。 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


